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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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バイオセンサー:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事11件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | システム・導入

Google Health|Fitbit Air・Edgeの機能拡張
と外部アプリ連携
一次資料で公表: Googleは、Google HealthアプリおよびFitbit
Air、Fitbit Edge、Pixel Watchの連携を強化し、健康管理機能の
高度化を実現した。自動アクティビティ検出の対象を10種類か
ら100種類以上に拡大し、コンテキスト推論の導入により検出精
度を約2倍に向上させている。

シグナル 02 | システム・導入

Libre DUO 10 Day system|グルコース・ケト
ン同時測定の性能
FDAのDe Novo記録DEN250049はLibre Duo 10 Dayを血糖・ケ
トン連続モニタリング機器として扱い、対象は糖尿病の2歳以上。
今回の収集記事は既存認可を取り上げたもので、今週の新規認
可とは扱わない。

シグナル 03 | 事業・制度・供給

PULSEプラットフォーム|ARPA-H提供のウェ
アラブル分子センシング技術概要
収集記事の報告(独立未検証): MED Instituteが、Novelna Inc.率
いるコンソーシアム「PULSE」に参画し、次世代ウェアラブル
バイオセンシング技術の開発を推進する。本プロジェクトは
ARPA-HのDelphiプログラムにより最大1億1,740万ドルの資金提
供を受けており、皮下の間質液から分子マーカーを連続的に測
定することを目指す。

シグナル 04 | システム・導入

Senseonics|埋込型CGMとBeta Bionics製ポ
ンプの連携と導入狙い
収集記事の報告(独立未検証): SenseonicsとBeta Bionicsが、そ
れぞれの主力製品を統合するパートナーシップを締結した。金
銭的な取引や独占契約を伴わず、純粋に技術的な相互運用性の
実現に賭ける異例の契約形態となっている。これにより、最長
365日間持続する埋込型CGM「Eversense 365」を自動インスリ
ン注入システム(AID)に組み込み、ニッチ市場からの脱却を目指
す。

編集判断

今週の経営判断は 分析妥当性、臨床有用性、業務導線、償還の接続 に集中する。自社条件で関連
証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 用途、比較法、誤判定コスト、測定後の行動を先に定義する.
2. 供給企業: 感応材料とデバイスを校正、安定性、量産性、データ完全性へ接続する.
3. 経営層: 検体差、特異度、ドリフト、臨床評価、規制、支払.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

~2x
A04

数値の条件

Google・活動検知精度・同社発表

Age >=2
A07

数値の条件

Libre Duo・FDA記録の対象年齢

10 day
A07

数値の条件

Libre Duo・認可された機器名の期間

<=US$11
7.4M

A02

数値の条件

PULSE・最大資金額・4.5年計画の報道

未確認
A04

数値の条件

Google Healthの校正と使用対象、対象用途での再現性、導入条件は確定しない。公表値を自
社性能として扱わない。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

生体認識
P01/P06

一次資料で公表: Google
は、Google Healthアプ
リおよびFitbit Air、
Fitbit Edge、Pixel
Watchの連携を強化し、
健康管理機能の高度化
を実現した。

2

信号変換
P02/P07

FDAのDe Novo記録
DEN250049はLibre
Duo 10 Dayを血糖・ケ
トン連続モニタリング
機器として扱い、対象
は糖尿病の2歳以上。今
回の収集記事は既存認
可を取り上げたもので、
今週の新規認可とは扱
わない。

3

デバイス
P03/P08

収集記事の報告(独立未
検証): MED Instituteが、
Novelna Inc.率いるコン
ソーシアム「PULSE」
に参画し、次世代ウェ
アラブルバイオセンシ
ング技術の開発を推進
する。

4

臨床導線
P04/P09

収集記事の報告(独立未
検証): Senseonicsと
Beta Bionicsが、それぞ
れの主力製品を統合す
るパートナーシップを
締結した。金銭的な取
引や独占契約を伴わず、
純粋に技術的な相互運
用性の実現に賭ける異
例の契約形態となって
いる。

5

データ・償還
P05/P10

収集記事の報告(独立未
検証): Lume Healthが、
汗を通じてホルモン濃
度を連続的に測定でき
る世界初のウェアラブ
ルデバイスを公開した。

各受渡しで必要な証拠

生体認識 → 信号変換 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

信号変換 → デバイス 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

デバイス → 臨床導線 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

臨床導線 → データ・償還 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支払.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 検体差、特異度、ドリフト、
臨床評価、規制、支払.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04

P05P06

P07P08

P09 P10

P01 Google Health|Fitbit Air・Edgeの機能
拡張と外部アプリ連携
システム・導入 | 根拠: 導入

P02 Libre DUO 10 Day system|グルコース・
ケトン同時測定の性能
システム・導入 | 根拠: system

P03 PULSEプラットフォーム|ARPA-H提供
のウェアラブル分子センシング技術概
要
事業・制度・供給 | 根拠: コンソーシア
ム

P04 Senseonics|埋込型CGMとBeta
Bionics製ポンプの連携と導入狙い
システム・導入 | 根拠: 導入

P05 Lume Health|汗でホルモン連続測定す
るウェアラブルの仕組みと2027年発売
システム・導入 | 根拠: 発売

P06 表面プラズモン共鳴(SPR)センサー|細
菌検出の感度を高めるナノ層構造と性
能
システム・導入 | 根拠: 採用

P07 ウェアラブル汗センサー|関節炎のバイ
オマーカー監視、2050年の需要増への
対応策
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P08 ウェアラブル指先センサー|ストレス・
不安を検知する光計測技術の性能と課
題
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 マルチモーダル・ウェアラブルバイオ
センサ|スポーツ性能と健康監視の最新
技術と課題
システム・導入 | 根拠: 統合

P10 Ultrahuman|アブダビが推進する生物
学的年齢モデルの構築と臨床検証の狙
い
システム・導入 | 根拠: 臨床

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。

スコア18点以下の円径は可読性確保のため18ptに固定。スコアそのものは補正していない。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 Google Health|Fitbit Air・Edgeの機能拡張と外部アプリ連携

A04 | システム・導入 | 製品採用 2026-10-12

FACT
一次資料で公表: Googleは、Google Healthアプリおよ
びFitbit Air、Fitbit Edge、Pixel Watchの連携を強化し、
健康管理機能の高度化を実現した。自動アクティビティ
検出の対象を10種類から100種類以上に拡大し、コンテ
キスト推論の導入により検出精度を約2倍に向上させて
いる。

なぜ重要か
つまり、Google Healthの成果を採用へ移す際は、測定
特異度と校正と使用対象を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Google Healthの採用余地は測定特異度と校正
と使用対象の同条件比較で判断する。供給者には試験手
順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にGoogle Healthの測定特異
度を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残
す。

UNKNOWN
Google Healthの校正と使用対象、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。公表値を自社性能として扱わな
い。

編集スコア 19/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P02 Libre DUO 10 Day system|グルコース・ケトン同時測定の性能

A07 | システム・導入 | 製品採用 2026-10-15

FACT
FDAのDe Novo記録DEN250049はLibre Duo 10 Dayを血
糖・ケトン連続モニタリング機器として扱い、対象は糖
尿病の2歳以上。今回の収集記事は既存認可を取り上げ
たもので、今週の新規認可とは扱わない。

なぜ重要か
つまり、Libre DUO 10 Day systemの成果を採用へ移す
際は、測定特異度と校正と使用対象を分けて測る必要が
ある。

事業への読み
編集推論: Libre DUO 10 Day systemの採用余地は測定特
異度と校正と使用対象の同条件比較で判断する。供給者
には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にLibre DUO 10 Day system
の測定特異度を対照条件で比較し、受入値と停止条件を
評価票へ残す。

UNKNOWN
Libre DUO 10 Day systemの校正と使用対象、対象用途
での再現性、導入条件は確定しない。公表値を自社性能
として扱わない。

編集スコア 19/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 PULSEプラットフォーム|ARPA-H提供のウェアラブル分子センシング技術概要

A02 | 事業・制度・供給 | 試作 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): MED Instituteが、
Novelna Inc.率いるコンソーシアム「PULSE」に参画し、
次世代ウェアラブルバイオセンシング技術の開発を推進
する。本プロジェクトはARPA-HのDelphiプログラムに
より最大1億1,740万ドルの資金提供を受けており、皮下
の間質液から分子マーカーを連続的に測定することを目
指す。

なぜ重要か
つまり、PULSEプラットフォームの成果を採用へ移す際
は、検体差と特異度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: PULSEプラットフォームの採用余地は検体差
と特異度の同条件比較で判断する。供給者には試験手順
と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にPULSEプラットフォームの
検体差を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票
へ残す。

UNKNOWN
PULSEプラットフォームの特異度、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P04 Senseonics|埋込型CGMとBeta Bionics製ポンプの連携と導入狙い

A01 | システム・導入 | 製品採用 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): SenseonicsとBeta Bionics
が、それぞれの主力製品を統合するパートナーシップを
締結した。金銭的な取引や独占契約を伴わず、純粋に技
術的な相互運用性の実現に賭ける異例の契約形態となっ
ている。これにより、最長365日間持続する埋込型CGM
「Eversense 365」を自動インスリン注入システム(AID)
に組み込み、ニッチ市場からの脱却を目指す。

なぜ重要か
つまり、Senseonicsの成果を採用へ移す際は、測定特異
度と校正と使用対象を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Senseonicsの採用余地は測定特異度と校正と
使用対象の同条件比較で判断する。供給者には試験手順
と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にSenseonicsの測定特異度
を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
Senseonicsの校正と使用対象、対象用途での再現性、導
入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 17/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 Lume Health|汗でホルモン連続測定するウェアラブルの仕組みと2027年発売

A10 | システム・導入 | 製品採用 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): Lume Healthが、汗を通じ
てホルモン濃度を連続的に測定できる世界初のウェアラ
ブルデバイスを公開した。独自の3段階増幅技術により、
ピコモーラー(pM)やフェムトモーラー(fM)という極低濃
度の信号を検出可能にし、従来のラボベースの検査をリ
ストウェアで実現する。

なぜ重要か
つまり、Lume Healthの成果を採用へ移す際は、検体差
と特異度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Lume Healthの採用余地は検体差と特異度の
同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲
を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にLume Healthの検体差を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
Lume Healthの特異度、対象用途での再現性、導入条件
は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 17/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P06 表面プラズモン共鳴(SPR)センサー|細菌検出の感度を高めるナノ層構造と性能

A08 | システム・導入 | 試作 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): インド、サウジアラビア、
ネパール、英国の共同研究チームが、病原細菌を高感度
に検出可能な理論的な表面プラズモン共鳴(SPR)センサー
を開発した。このセンサーは、銀薄膜上にTeO2、
CdGa2S4、AlSbを積層した多層構造を採用し、感度
269.397 degrees/RIU、性能指数(FOM)180.6 per RIUと
いう高い数値を達成している。

なぜ重要か
つまり、表面プラズモン共鳴(SPR)センサーの成果を採
用へ移す際は、測定特異度と校正と使用対象を分けて測
る必要がある。

事業への読み
編集推論: 表面プラズモン共鳴(SPR)センサーの採用余地
は測定特異度と校正と使用対象の同条件比較で判断する。
供給者には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に表面プラズモン共鳴(SPR)
センサーの測定特異度を対照条件で比較し、受入値と停
止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
表面プラズモン共鳴(SPR)センサーの校正と使用対象、
対象用途での再現性、導入条件は確定しない。一次原文
の再確認が必要。

編集スコア 14/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 ウェアラブル汗センサー|関節炎のバイオマーカー監視、2050年の需要増への対応策

A09 | 技術・工程 | 試作 2026-10-14

FACT
収集記事の報告(独立未検証): アルバータ大学(カナダ)と
ノースアンブリア大学(英国)の研究チームが、汗を用い
て関節リウマチや痛風のバイオマーカーを追跡する非侵
襲的なウェアラブルセンサーを開発した。この技術は、
従来の血清分析や画像診断などの断続的な手法に代わり、
より連続的なモニタリングを可能にする。高価な診断設
備が不足している地域での負担軽減や、急性増悪前の生
理的変動の把握による早期介入が期待される。

なぜ重要か
つまり、ウェアラブル汗センサーの成果を採用へ移す際
は、測定特異度と校正と使用対象を分けて測る必要があ
る。

事業への読み
編集推論: ウェアラブル汗センサーの採用余地は測定特
異度と校正と使用対象の同条件比較で判断する。供給者
には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にウェアラブル汗センサーの
測定特異度を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評
価票へ残す。

UNKNOWN
ウェアラブル汗センサーの校正と使用対象、対象用途で
の再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が
必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P08 ウェアラブル指先センサー|ストレス・不安を検知する光計測技術の性能と課題

A11 | 技術・工程 | 研究 2026-10-09

FACT
収集記事の報告(独立未検証): 指先の血流と組織活動を測
定するウェアラブル光デバイスにより、ストレス、不安、
うつに関連する身体的パターンの特定が可能になりまし
た。19カ国132名の成人を対象とした調査で、機械学習
を用いて生理学的データと精神的苦痛の相関を分析し、
中程度の精度で識別することに成功しています。

なぜ重要か
つまり、ウェアラブル指先センサーの成果を採用へ移す
際は、測定特異度と校正と使用対象を分けて測る必要が
ある。

事業への読み
編集推論: ウェアラブル指先センサーの採用余地は測定
特異度と校正と使用対象の同条件比較で判断する。供給
者には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にウェアラブル指先センサー
の測定特異度を対照条件で比較し、受入値と停止条件を
評価票へ残す。

UNKNOWN
ウェアラブル指先センサーの校正と使用対象、対象用途
での再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認
が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09
マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサ|スポーツ性能と健康監視の最新技術と課
題

A06 | システム・導入 | 研究 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): マルチモーダル・ウェアラ
ブルバイオセンサの統合プラットフォームにより、アス
リートの身体状態を非侵襲的かつ継続的にフィールドで
監視することが可能になりつつある。生体電位、物理的、
化学的の3系統のセンサを統合することで、心拍や筋肉
活動から汗に含まれるバイオマーカーまでを同時に定量
化できる。これにより、従来の大型研究設備を必要とし
た精密なデータ収集を、実際のトレーニング環境で実現
できる。

なぜ重要か
つまり、マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサの
成果を採用へ移す際は、測定特異度と校正と使用対象を
分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサ
の採用余地は測定特異度と校正と使用対象の同条件比較
で判断する。供給者には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にマルチモーダル・ウェアラ
ブルバイオセンサの測定特異度を対照条件で比較し、受
入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサの校正と使
用対象、対象用途での再現性、導入条件は確定しない。
一次原文の再確認が必要。

編集スコア 14/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入

P10 Ultrahuman|アブダビが推進する生物学的年齢モデルの構築と臨床検証の狙い

A03 | システム・導入 | 試作 2026-10-14

FACT
収集記事の報告(独立未検証): アブダビ公衆衛生センター
(ADPHC)がUltrahuman Healthcare SP LLCと提携し、
ウェアラブル端末のデータと臨床データを組み合わせた
「生物学的健康年齢(Biological Health Age)」モデルの
開発と臨床検証を開始した。

なぜ重要か
つまり、Ultrahumanの成果を採用へ移す際は、検体差
と特異度を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: Ultrahumanの採用余地は検体差と特異度の同
条件比較で判断する。供給者には試験手順と適用範囲を
求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にUltrahumanの検体差を対
照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
Ultrahumanの特異度、対象用途での再現性、導入条件
は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 用途、比較法、誤判定コス
ト、測定後の行動を先に定
義する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 感応材料とデバイスを校正、
安定性、量産性、データ完
全性へ接続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 検体差、特異度、ドリ
フト、臨床評価、規制、支
払.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 Senseonics|埋込型CGMとBeta Bionics製ポンプの連携と導入狙い https://finance.biggo.com/news/0749cca54d322e52

A02 PULSEプラットフォーム|ARPA-H提供のウェアラブル分子センシ
ング技術概要

https://thepharmadata.com/med-institute-joins-novelnas-arpa-h-funde
d/

A03 Ultrahuman|アブダビが推進する生物学的年齢モデルの構築と臨
床検証の狙い

https://mhealthspot.com/2026/10/abu-dhabi-bets-on-wearables-and-bl
ood-biomarkers-to-redefine-what-age-really-means/amp/

A04 Google Health|Fitbit Air・Edgeの機能拡張と外部アプリ連携 https://blog.google/products-and-platforms/products/google-health/fit
bit-google-health-updates/

A05 Scinai|CDMO事業拡大に向けた510万ドルの開発・臨床製造契約の
締結

https://www.prnewswire.com/news-releases/scinai-expands-cdmo-busi
ness-with-5-1-million-development-and-clinical-manufacturing-agreeme
nt-302906942.html

A06 マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサ|スポーツ性能と健康
監視の最新技術と課題

https://bioengineer.org/multimodal-wearable-biosensors-are-rewriting-t
he-rules-of-athletic-performance-and-health/

A07 Libre DUO 10 Day system|グルコース・ケトン同時測定の性能 SOURCE URL; REGULATORY CHECK: DEN250049
https://www.freestyle.abbott/en-us/products/libre-duo-coming-soon.ht
ml

A08 表面プラズモン共鳴(SPR)センサー|細菌検出の感度を高めるナノ層
構造と性能

https://bioengineer.org/new-nanolayer-sensor-combines-plasmonics-an
d-machine-learning-to-detect-dangerous-bacteria/

A09 ウェアラブル汗センサー|関節炎のバイオマーカー監視、2050年の
需要増への対応策

https://www.securities.io/sweat-sensors-bring-arthritis-monitoring-clos
er-to-home/

A10 Lume Health|汗でホルモン連続測定するウェアラブルの仕組みと
2027年発売

https://insider.fitt.co/press-release/lume-health-unveils-first-wearable-t
o-continuously-measure-hormones-through-sweat-at-techcrunch-disrup
t-2026/

A11 ウェアラブル指先センサー|ストレス・不安を検知する光計測技術
の性能と課題

https://www.medicaldesignbriefs.com/component/content/article/5603
8-wearable-fingertip-sensor-identifies-patterns-linked-to-stress-and-anxi
ety

確認範囲: 原出典を取得できても、性能・原価・臨床有用性の独立検証を意味しない。企業発表、論文、二次報道を主張台帳で区別。公開日が対象週より前の資
料は継続ウォッチとして扱う。編集推論と行動案は事実ではなく、投資・医療助言ではない。
FDA DEN250049: https://www.accessdata.fda.gov/scripts/cdrh/cfdocs/cfpmn/denovo.cfm?id=DEN250049
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#01 Senseonics｜埋込型CGMとBeta Bionics製ポン

プの連携と導入狙い

概要

SenseonicsとBeta Bionicsが、それぞれの主力製品を統合するパートナーシップを締

結した。金銭的な取引や独占契約を伴わず、純粋に技術的な相互運用性の実現に賭け

る異例の契約形態となっている。これにより、最長365日間持続する埋込型CGM

「Eversense 365」を自動インスリン注入システム（AID）に組み込み、ニッチ市場

からの脱却を目指す。

公開日 2026年10月15日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

主要成果

SenseonicsとBeta Bionicsは、同社のフラッグシップ製品同士を統合することで合意

した。この提携の最大の特徴は、出資や最低購入保証、独占権への支払いといった金銭

的な条件が一切含まれていない点にある。契約の成否は、両デバイスが技術的に連携で

きるかという点のみに依存しており、2026年第4四半期のローンチを目標としている。

技術・詳細

統合の対象となるのは、Senseonicsの埋込型持続血糖測定器（CGM）「Eversense

365」と、Beta Bionicsの自動インスリン注入システム「iLet」である。Eversense

365は、従来のCGMが約15日間であるのに対し、皮下に埋め込むことで最長1年間の

使用が可能という差別化された特性を持つ。また、低血糖域での精度が高く、圧迫によ

る低血糖値の誤検知（compression lows）を排除できる点も利点とされる。

一方のiLetは、ユーザーが炭水化物量を計算せず、食事の量（通常より多いか少ないか）

をデバイスに伝えるだけで適応アルゴリズムが投与量を制御するシステムである。

Eversenseは5分ごとに血糖値を送信し、Senseonics側は、センサーのラグは報告形

式ですでに考慮されているため、iLetのアルゴリズムを再調整する必要はないとしてい

る。本統合はソフトウェアのみの相互運用性であるため、新たなFDA申請は不要であ

り、iLetのファームウェアアップデートで対応される。

背景・業界の文脈

Senseonicsはこれまで、差別化された機能を持つにもかかわらず、ニッチな市場に留

まっていた。患者や医師が好みのセンサーとポンプを組み合わせて使用することを求め

る傾向が強まっており、相互運用性の確保は製品の普及と維持に不可欠となっている。

同社は2025年4月にSequel Med TechのTwiistシステムとも提携しており、主要なAID

テクノロジーすべてとの統合を目標に掲げている。

財務面では、Senseonicsは資本制約を抱えており、Ascensiaからの商用化の内製化

後、2026年の売上高を約5,800万ドルから6,200万ドルと予測している。即時の収益や

前払金が発生しない今回の提携は、長期的な視点に立った戦略的な判断と言える。



今後の展望

今後の焦点は、保険適用（ペイヤーによるカバー）が両デバイス同時に行われるか、お

よび具体的な販売量の見通しにある。また、TandemやInsuletといったより大規模なイ

ンストールベースを持つポンプメーカーとの提携を実現できるかが、この相互運用性戦

略が単なる防御策ではなく、真の成長パスであるかを証明する鍵となる。こうした動き

は、垂直統合型の糖尿病デバイス企業に対し、システムを他社センサーに開放させる構

造的な圧力となる可能性がある。

元記事: https://finance.biggo.com/news/0749cca54d322e52

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://finance.biggo.com/news/0749cca54d322e52


#02 PULSEプラットフォーム｜ARPA-H提供のウェア

ラブル分子センシング技術概要

概要

MED Instituteが、Novelna Inc.率いるコンソーシアム「PULSE」に参画し、次世代

ウェアラブルバイオセンシング技術の開発を推進する。本プロジェクトはARPA-Hの

Delphiプログラムにより最大1億1,740万ドルの資金提供を受けており、皮下の間質液

から分子マーカーを連続的に測定することを目指す。これにより、心筋梗塞後の炎症

状態などの生理学的変化をリアルタイムでモニタリングする新たなアプローチの確立

が期待される。

公開日 2026年10月15日  The Pharma Data  アメリカ



詳細

主要成果

MED Instituteは、 Novelna Inc.が主導する「 Proactive Unified Longitudinal

Sensing Ecosystem（PULSE）」コンソーシアムへの参画を決定した。このプロジェ

クトは、米国保健先端研究計画局（ARPA-H）のDelphiプログラムに採択されており、

4.5年間にわたって最大1億1,740万ドルの資金提供を受ける。開発の主眼は、皮下の間

質液（細胞間の隙間に存在する液体）に含まれる分子マーカーを連続的に測定できるウ

ェアラブルバイオセンシングプラットフォームの構築にある。

技術・詳細

PULSEプラットフォームは、従来のウェアラブルデバイスでは困難であった「分子レベ

ルの変化」の直接的な測定を実現しようとするものである。具体的には、以下の体制で

開発が進められる。

MED Instituteの役割：in vivo（生体内）バイオセンサー試験、規制戦略の策定、

および臨床試験サービスの提供を通じて、技術的な要件や規制上の課題を解決し、実

用化に向けた評価をサポートする。

測定対象：皮膚下の間質液に含まれる特定の生物学的マーカーを標的とする。これに

より、点での測定ではなく、経時的な縦断的データの取得が可能になる。

初期適用領域：心筋梗塞（心筋への血流減少・遮断による組織損傷）後の炎症モニタ

リングに焦点を当てる。心筋梗塞後の回復過程における炎症のタイミング、強度、解

消具合を追跡することで、心血管ケアの質向上を目指す。

背景・業界の文脈

心拍数や体温、活動量を測定する従来のウェアラブルヘルスケア技術は普及している

が、多くの生物学的プロセスは分子レベルの変化を伴うため、消費者向けデバイスでは

評価できないという課題があった。特に心筋梗塞後の回復期においては、緊急処置後の

継続的なモニタリングが重要となるが、現状ではクリニックへの定期的な訪問による断

続的な測定に頼っている。間質液を用いた連続的な分子センシングが実現すれば、個々

の患者の回復状況や治療への反応をより詳細に把握できる可能性がある。



今後の展望

本プロジェクトは現在、技術開発の段階にあり、具体的な測定対象となる分子マーカー

の特定や、患者における臨床的有効性の実証は今後の課題となる。ウェアラブル分子セ

ンサーの開発には、センサーの性能、測定の信頼性、生体適合性、データの解釈、およ

び実環境での精度維持といった高度な技術的ハードルが存在する。これらの課題を克服

し、検証に成功すれば、心筋梗塞後の炎症管理のみならず、よりパーソナライズされた

健康モニタリングや生物学的プロセスの検知へと応用範囲が広がる見込みである。

元記事: https://thepharmadata.com/med-institute-joins-novelnas-arpa-h-funded/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://thepharmadata.com/med-institute-joins-novelnas-arpa-h-funded/


#03 Ultrahuman｜アブダビが推進する生物学的年齢モ

デルの構築と臨床検証の狙い

概要

アブダビ公衆衛生センター（ADPHC）がUltrahuman Healthcare SP LLCと提携

し、ウェアラブル端末のデータと臨床データを組み合わせた「生物学的健康年齢

（Biological Health Age）」モデルの開発と臨床検証を開始した。本取り組みは、血

液バイオマーカーによる点的なデータと、ウェアラブルによる連続的な生理学的デー

タを統合し、実年齢（暦年齢）よりも精緻な健康指標を構築することを目指す。これ

により、疾患が発症する前の段階で、生物学的年齢が実年齢を大きく上回る高リスク

者を特定し、パーソナライズされた予防介入を実現する。

公開日 2026年10月14日  MobiHealthNews  アラブ首長国連邦



詳細

主要成果

アブダビ公衆衛生センター（ADPHC）は、Ultrahuman Healthcare SP LLCとの間

で、臨床データとウェアラブル端末による連続的なメトリクスを統合した「生物学的健

康年齢（Biological Health Age）」モデルの開発および臨床検証に関する覚書（MoU）

を締結した。この取り組みの核心は、単なる消費者向けのウェルネスデータではなく、

公衆衛生当局による臨床的な検証に基づいた生物学的年齢スコアを構築することにあ

る。

技術・詳細

開発されるモデルは、血液ベースのバイオマーカーなどの伝統的な臨床指標と、ウェア

ラブルデバイスから得られる高頻度の連続データストリームの両方を活用する。血液検

査が特定の時点の「スナップショット」を提供するのに対し、ウェアラブル端末は時間

経過に伴う「パターン」を提示する。これらを組み合わせることで、単独のデータソー

スでは不可能な、生理学的老化のより正確な把握が可能になるという。

具体的にウェアラブル側で収集されるデータには、以下が含まれる。

心拍変動（HRV）

睡眠構造（Sleep architecture）

皮膚温度

活動データ

Ultrahuman社は、バイオセンサーリングや血糖値モニタリングシステムを含む代謝健

康プラットフォームを展開しており、これらの専門知見が本プロジェクトに投入され

る。

背景・業界の文脈

エピジェネティッククロックやプロテオミクス、縦断的なコホート研究の進展により、

臨床概念としての生物学的年齢への関心は過去10年で高まっている。しかし、現在市場

に存在する生物学的年齢ツールの多くは研究レベルか消費者向けであり、臨床的な検証

が不十分であるという課題があった。今回の提携は、公衆衛生当局が主導して検証を行

うことで、この「臨床的検証のギャップ」を埋めることを目的としている。



今後の展望

検証済みの生物学的年齢モデルが人口健康プログラムに統合されれば、疾患が定着する

前に、生物学的年齢が実年齢を大幅に上回っている人々を特定し、より早期かつ個別化

されたリスク層別化が可能になる。具体的には、以下の効果が期待されている。

代謝および心血管リスクの早期特定

リスクの高い集団に対する、より標的を絞った予防的介入

縦断的な人口健康研究のための、より豊かなデータ基盤の構築

既存の慢性疾患スクリーニングプログラムへの統合の可能性

アブダビは多様な遺伝的背景とライフスタイルを持つ国際的な人口構成を有しており、

この環境で検証を行うことは、汎用性の高いモデルを構築する上で強みになるとされて

いる。

元記事: https://mhealthspot.com/2026/10/abu-dhabi-bets-on-wearables-and-blood-

biomarkers-to-redefine-what-age-really-means/amp/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://mhealthspot.com/2026/10/abu-dhabi-bets-on-wearables-and-blood-biomarkers-to-redefine-what-age-really-means/amp/
https://mhealthspot.com/2026/10/abu-dhabi-bets-on-wearables-and-blood-biomarkers-to-redefine-what-age-really-means/amp/


#04 Google Health｜Fitbit Air・Edgeの機能拡張と

外部アプリ連携

概要

Googleは、Google HealthアプリおよびFitbit Air、Fitbit Edge、Pixel Watchの連

携を強化し、健康管理機能の高度化を実現した。自動アクティビティ検出の対象を10

種類から100種類以上に拡大し、コンテキスト推論の導入により検出精度を約2倍に向

上させている。また、Flo HealthやAbbott、MyFitnessPalなどの外部プラットフォ

ームとのデータ同期を推進し、包括的なヘルスケアエコシステムの構築を目指す。

公開日 2026年10月12日  Google  アメリカ



詳細

主要成果

Googleは、Google Healthアプリとウェアラブルデバイス（Fitbit Air、Fitbit Edge、

Pixel Watch）の統合を深化させ、より高度な健康モニタリングとデータ分析機能を提

供することを発表した。特に、自動アクティビティ検出の精度向上と、外部ヘルスケア

アプリとの戦略的パートナーシップによるデータ統合が大きな柱となっている。

技術・詳細

技術的なアップデートの核心は、自動アクティビティ検出機能の刷新にある。従来の10

種類から100種類以上のアクティビティ（筋力トレーニング、水泳、ラケットスポー

ツ、チームスポーツなど）を検出可能に拡張した。ここでは「コンテキスト推論

（contextual reasoning）」が採用されており、ユーザーのワークアウトルーチン、過

去のデータ、手動編集の内容、および許可を得た位置情報を要因として組み込んでい

る。これにより、検出精度はほぼ2倍に向上し、記録漏れのワークアウトを半分以下に

削減したとしている。

また、Google Health Premiumサブスクリプション向けに、健康状態の微細な変化を

追跡する「Health Guardian」スイートを導入する。これにより、血圧トレンドやイン

スリン抵抗性トレンドのモニタリングが可能となり、月次の着用要件を満たしたユーザ

ーには、ライフスタイルの調整に役立つレポートが提供される。

外部連携については、以下のパートナーシップを推進している。

Flo Health：サイクルデータ（月経周期）を同期し、ライフステージに合わせたパー

ソナライズされたインサイトを提供。

Abbott：米国において、市販の持続血糖測定器（CGM）である「Lingo」を

Google Healthアプリに接続し、血糖値、食事、運動、睡眠を統合的に管理。

MyFitnessPal：食事および栄養ログの同期を強化し、Premiumユーザーはより詳細

な食品別ログを共有可能。

Function Health：米国ユーザーを対象に、臨床検査結果のインポート機能を秋から

提供。



背景・業界の文脈

GoogleはこれまでGoogle HealthアプリやHealth Coachを通じて55以上の新機能や

修正を導入してきた。今回のアップデートは、単一のデバイスで完結させるのではな

く、Apple Healthとの統合深化や、専門的な外部ヘルスケアサービスとのデータ連携

を強化することで、断片的な健康データを一つのプラットフォームに集約させる戦略に

基づいている。

今後の展望

自動アクティビティ検出の改善やHealth Guardianの展開は、今月後半から順次実施さ

れる。また、Flo Healthとの連携は来年初めから開始される予定である。Googleは、

ウェアラブルデバイスとAIによるコーチング、そして外部の臨床データや専門アプリを

組み合わせることで、ユーザーがより能動的に健康管理を行えるエコシステムの構築を

継続する。

元記事: https://blog.google/products-and-platforms/products/google-health/fitbit-google-

health-updates/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://blog.google/products-and-platforms/products/google-health/fitbit-google-health-updates/
https://blog.google/products-and-platforms/products/google-health/fitbit-google-health-updates/


#05 Scinai｜CDMO事業拡大に向けた510万ドルの開

発・臨床製造契約の締結

概要

Scinai Immunotherapeuticsの子会社であるScinai Biopharma Servicesが、米国ベ

ースのNasdaq上場バイオ医薬品企業と510万ドルの開発および臨床製造契約を締結し

ました。この契約により、2026年の開発活動および2027年に予定されている臨床製

造を支援します。CDMO（受託開発製造）事業の拡大により、同社の受注残高は大幅

に増加しています。

公開日 2026年10月13日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

Scinai Immunotherapeutics Ltd.（ Nasdaq: SCNI）は、完全子会社の Scinai

Biopharma Services Ltd.が、米国に拠点を置くNasdaq上場バイオ医薬品企業との間

で、開発および臨床製造に関する確定契約を締結したことを発表しました。本契約の規

模は510万ドルに達します。

技術・詳細

本契約に基づき、Scinaiは相手先企業に対して以下のスケジュールでサービスを提供し

ます。

2026年：開発活動の支援

2027年：臨床製造の実施

さらに、2027年後半から2028年上半期にかけて、潜在的な追加の臨床製造が行われる

可能性があります。この追加分については、現時点で価格設定されていないスケールア

ップ、適格性評価、および初期製造活動を除き、指標となる非確約のサービス料金価値

として585万ドルが見込まれています。

背景・業界の文脈

Scinaiは、免疫学に焦点を当てた治療開発プラットフォームを運営すると同時に、成長

中のCDMO（Contract Development and Manufacturing Organization：受託開発

製造）事業を展開しています。CDMOは、医薬品の開発から製造までを外部から請け負

うビジネスモデルであり、バイオ医薬品企業の開発スピード向上に寄与します。

同社のCDMO事業は急速な成長を見せており、確定した顧客注文額（Committed

Customer Orders）は約760万ドルに達しました。これは、2025年末時点の190万ド

ルから約300%の増加となります。



今後の展望

今回のNasdaq上場企業との契約締結により、Scinaiは自社のCDMOビジネスをさらに

拡大させる方針です。2026年の開発フェーズから2027年の臨床製造へと段階的に移行

する体制を構築しており、今後の追加製造契約の成否が、さらなる収益拡大の鍵となり

ます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/scinai-expands-cdmo-business-with-5-1-

million-development-and-clinical-manufacturing-agreement-302906942.html

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/scinai-expands-cdmo-business-with-5-1-million-development-and-clinical-manufacturing-agreement-302906942.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/scinai-expands-cdmo-business-with-5-1-million-development-and-clinical-manufacturing-agreement-302906942.html


#06 マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサ｜スポ

ーツ性能と健康監視の最新技術と課題

概要

マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサの統合プラットフォームにより、アスリー

トの身体状態を非侵襲的かつ継続的にフィールドで監視することが可能になりつつあ

る。生体電位、物理的、化学的の3系統のセンサを統合することで、心拍や筋肉活動か

ら汗に含まれるバイオマーカーまでを同時に定量化できる。これにより、従来の大型

研究設備を必要とした精密なデータ収集を、実際のトレーニング環境で実現できる。

公開日 2026年10月15日  BIOENGINEER.ORG  アメリカ



詳細

主要成果

マルチモーダル・ウェアラブルバイオセンサの統合により、アスリートのパフォーマン

スと健康状態をリアルタイムで監視する手法が進化している。具体的には、生体電位

（Biopotential）、物理的（Physical）、化学的（Chemical）な信号を同時に捉えるプ

ラットフォームが開発されており、これにより心拍、筋肉収縮、関節回転、汗などのデ

ータを非侵襲的に収集し、身体の限界点やパフォーマンスを正確に把握することが可能

になる。

技術・詳細

本技術は主に以下の3つのセンサファミリーで構成される。

生体電位センサ：ECG（心電図）、EMG（筋電図）、EEG（脳波）などを測定する。

3Dニット銀電極を組み込んだスマートウェアでは、従来の臨床用電極に近い信号対

雑音比（SNR）6.95 dBを達成した。また、衣服越しに動作し、差動利得56 dBで

信号を増幅しANT+技術で送信するコインサイズのドライ電極システムや、圧縮ウェ

アに電極を埋め込んだAthos sEMGシステムなどが開発されている。

物理センサ：加速度計、ジャイロスコープ、IMU、圧力センサなどで動作を定量化す

る。MXene-メラミンスポンジ複合体を用いた柔軟な圧力センサをテニスラケットに

統合し、AIアルゴリズムと組み合わせることで、ストローク分類精度98.2%を達成し

た。また、PVDF/BaTiO₃ナノ複合繊維を用いた圧電センサは、動作から機械的エネ

ルギーを回収し、外部バッテリーなしでデータを無線送信できる。

化学センサ：汗から乳酸、ナトリウム、カリウム、pH、コルチゾールなどのバイオ

マーカーを検出する。ポンプ不要のマイクロ流体デバイスでは、40秒以内に汗を電極

に輸送し、サイクリング中の指標を同時測定できる。また、マルチウォールカーボン

ナノチューブ/Cu-HHTP金属有機構造体を用いた乳酸センサは、検出限界1.09 μM

を実現している。

背景・業界の文脈

これまで精密な生体データ収集には、大型の実験設備や体に固定する電極が必要であ

り、実際のトレーニング環境とは乖離があった。しかし、ウェアラブル技術市場は

2024年に約842億ドルと評価され、年平均成長率（CAGR）13.6%で2030年には

1861.4億ドルに達すると予測されており、商用的な需要も極めて高い。



今後の展望

今後の課題は、皮膚と電極のインターフェース改善にある。特に長時間の運動では、ハ

イドロゲル電極の乾燥によるインピーダンス上昇や、動作に伴う摩擦でノイズが発生す

る。これに対し、生物の流体輸送に着想を得た円錐形マイクロポーラスJanus金ナノワ

イヤ/ニトロセルロース構造などの、汗に強い電極の開発が進んでいる。単一のセンサ性

能の向上ではなく、異なる性質の信号を時間的に整合させ融合させる「マルチモーダル

統合」こそが、次なる技術的フロンティアになるとされている。

元記事: https://bioengineer.org/multimodal-wearable-biosensors-are-rewriting-the-rules-of-

athletic-performance-and-health/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/multimodal-wearable-biosensors-are-rewriting-the-rules-of-athletic-performance-and-health/
https://bioengineer.org/multimodal-wearable-biosensors-are-rewriting-the-rules-of-athletic-performance-and-health/


#07 Libre DUO 10 Day system｜グルコース・ケト

ン同時測定の性能

概要

Abbott社が、世界で初めてグルコースとケトンの両方を測定可能なセンサー「Libre

DUO 10 Day system」を開発し、米国FDAの承認を得た。1つのセンサーで両方の

数値をモニタリングでき、2歳以上の子供を含むユーザーが利用可能となる。これによ

り、グルコース値が正常であってもケトン値が高い状態などの検知が可能になり、糖

尿病ケトアシドーシス（DKA）の早期発見に寄与することが期待される。

公開日 2026年10月15日  FreeStyle Libre US (Abbott)  アメリカ



詳細

主要成果

Abbott社は、単一のセンサーでグルコースとケトンの両方の数値を測定できる世界初の

デュアルセンサーシステム「Libre DUO 10 Day system」を導入する。本システムは

すでに米国食品医薬品局（FDA）の承認を受けており、ユーザーはスマートフォンなど

のデバイスを通じて、2つの重要な指標を同時にモニタリングすることが可能になる。

技術・詳細

本システムは、従来のグルコースモニタリングに加え、ケトン体の測定機能を統合した

ものである。臨床試験におけるセンサーの持続期間については、成人の84.1%、小児の

68.8%においてフルで10日間の使用が可能であることが確認されている。また、本製

品は2歳以上の子供への使用が承認されている。

安全面においては、低グルコースアラームおよび高ケトンアラームが搭載されている。

ただし、グルコース値 55 mg/dL 未満、およびケトン値 3.0 mmol/L 超のすべての事

例を検知できるわけではないため、治療決定に際してはセンサーの数値と併せて、血糖

測定器による指先採血値を確認することが推奨されている。

背景・業界の文脈

糖尿病患者にとって、糖尿病ケトアシドーシス（DKA）の早期認識は極めて困難な課題

である。その理由は、グルコース値とケトン値が必ずしも同じ方向に変動しないためで

あり、グルコース値が正常に見える場合でもケトン値が高くなるケースが存在する。ま

た、DKAの初期症状はインフルエンザに似ており、他の疾患と誤認されやすい傾向があ

る。ケトン値の上昇を適切に管理し、迅速な対応を取らなければ、短期間でDKAへと進

行するリスクがある。従来のケトン測定は尿や血液による個別検査に依存していたが、

本システムはこれらを連続的なモニタリングへと転換させるものである。

今後の展望

Libre DUO 10 Day systemの導入により、ユーザーはグルコースとケトンの相関関係

をリアルタイムで把握でき、DKAのリスク管理における心理的負担の軽減が期待され

る。今後は、従来の単一指標モニタリングから、複数の代謝指標を同時に追跡するデュ

アルセンサーへの移行が進むと考えられる。



元記事: https://www.freestyle.abbott/en-us/products/libre-duo-coming-soon.html

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.freestyle.abbott/en-us/products/libre-duo-coming-soon.html


#08 表面プラズモン共鳴（SPR）センサー｜細菌検出の

感度を高めるナノ層構造と性能

概要

インド、サウジアラビア、ネパール、英国の共同研究チームが、病原細菌を高感度に

検出可能な理論的な表面プラズモン共鳴（SPR）センサーを開発した。このセンサー

は、銀薄膜上にTeO2、CdGa2S4、AlSbを積層した多層構造を採用し、感度

269.397 degrees/RIU、性能指数（FOM）180.6 per RIUという高い数値を達成し

ている。従来の培養法やPCR法などの複雑な工程を省き、ラベルフリーかつリアルタ

イムでの迅速なオンサイト検査を実現する技術として期待される。

公開日 2026年10月15日  BIOENGINEER.ORG  国際



詳細

主要成果

研究チームは、プラズモニクスと機械学習を組み合わせた新しいナノ層センサーの理論

的設計を提示した。このセンサーは、従来の設計と比較して病原細菌の検出感度が著し

く向上しており、感度は269.397 degrees per refractive index unit (RIU)、性能指

数（Figure of Merit）は180.6 per RIUを記録した。これは、既存の研究成果を大幅

に改善した値であると著者らは述べている。

技術・詳細

本センサーは、BK7プリズムの上に以下の材料を積層した6層構造で構成されている。

まず、光学的に透明で位相整合能力を持つ屈折率1.515のBK7プリズムがあり、その上

に低光学損失で鋭い共鳴曲線を描く銀（Ag）薄膜（厚さ55ナノメートル）が配置され

る。さらにその上に、屈折率2.2596の二酸化テルル（TeO2）層（1ナノメートル）、屈

折率2.4482のカドミウムガリウムスルフィド（CdGa2S4）層（1ナノメートル）、そし

て屈折率3.8638 + 0.0035982iのアンチモン化アルミニウム（AlSb）層（0.53ナノメ

ートル）が積層されている。

各層は特定の物理的役割を担っている。TeO2は電磁場を閉じ込めると同時に、銀表面

の酸化を防ぐ保護層として機能する。CdGa2S4はプラズモン結合を強化し、エバネッ

セント場が分析物と相互作用する界面を広げて共鳴を安定させる。最外層のAlSbは、

極めて高い比表面積と強い光・物質相互作用により、バイオ分子の吸着に利用可能な有

効検知面積を増大させる。これらの相乗効果により、単一の層では不可能な電磁場の局

在化と結合の向上が実現した。

設計の最適化において、銀薄膜の厚さは決定的な要因となった。40〜60ナノメートル

の範囲で検証した結果、55ナノメートルの時に反射率の最小値が0.002464まで低下

し、入射エネルギーのほぼすべてが表面プラズモン波に転送されることが確認された。

この最適厚さを基にした多層設計は、従来のBK7/Ag/分析物の構造（感度185.620

degrees/RIU）と比較して、約45.1%の感度向上を達成している。



背景・業界の文脈

細菌の検出には、微生物培養、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）、酵素結合免疫吸着測定

法（ELISA）などの手法が用いられてきた。これらは正確である一方、複雑な装置や熟

練した人員、長いサンプル調製時間を必要とするため、迅速なオンサイト検査への適用

が困難であった。一方、SPRセンサーは、金属・誘電体界面における電子の集団振動

（表面プラズモン波）を利用し、界面の屈折率変化を反射光の鋭いディップ（落ち込

み）として検出する。これにより、蛍光タグや酵素増幅を用いない「ラベルフリー」か

つリアルタイムの検出が可能となる。

今後の展望

本研究では、転送行列法を用いた理論的なモデリングにより、感度を犠牲にすることな

く共鳴の鋭さを維持できることを示した。また、光学設計を最適化するための機械学習

モデルを組み合わせており、これによりセンサー自らが最適化手法を学習することが可

能となっている。今後は、この理論的な高感度設計を実用的なデバイスへと展開するこ

とが期待される。

元記事: https://bioengineer.org/new-nanolayer-sensor-combines-plasmonics-and-machine-

learning-to-detect-dangerous-bacteria/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/new-nanolayer-sensor-combines-plasmonics-and-machine-learning-to-detect-dangerous-bacteria/
https://bioengineer.org/new-nanolayer-sensor-combines-plasmonics-and-machine-learning-to-detect-dangerous-bacteria/


#09 ウェアラブル汗センサー｜関節炎のバイオマーカー

監視、2050年の需要増への対応策

概要

アルバータ大学（カナダ）とノースアンブリア大学（英国）の研究チームが、汗を用

いて関節リウマチや痛風のバイオマーカーを追跡する非侵襲的なウェアラブルセンサ

ーを開発した。この技術は、従来の血清分析や画像診断などの断続的な手法に代わ

り、より連続的なモニタリングを可能にする。高価な診断設備が不足している地域で

の負担軽減や、急性増悪前の生理的変動の把握による早期介入が期待される。

公開日 2026年10月14日  Securities.io  アメリカ



詳細

主要成果

カナダのアルバータ大学と英国のノースアンブリア大学の研究チームが、汗に含まれる

成分から関節リウマチおよび痛風に関連するバイオマーカーを追跡できる、新しいタイ

プの非侵襲的ウェアラブルセンサーを開発した。本研究の結果は「Wearable sweat

sensors for arthritis monitoring」という題名で、Chemical Engineering Journal誌

に掲載されている。これにより、従来の血清分析（serology）、画像診断、臨床評価と

いった断続的な手法ではなく、より連続的なモニタリング手法の確立が可能になる。

技術・詳細

本センサーは、汗に含まれる代謝トリガーや炎症性タンパク質を検出することで疾患の

状態を把握する。具体的に追跡対象となるバイオマーカーと検討されている技術は以下

の通りである。

尿酸（UA）およびキサンチン： 痛風の直接的な原因となる尿酸の検出には、電気化

学的酵素センシング、単一原子ナノザイムベース、マイクロ流体バイオセンサーなど

が候補となる。また、代謝過程の中間分子であるキサンチンの検出には、比色マイク

ロ流体デバイスや柔軟な電気化学パッチなどが挙げられる。

C反応性タンパク質（CRP）： 炎症性タンパク質であるCRPの測定には、Enlisense

社が開発した酸化亜鉛（ZnO）電極とCRP抗体を用いる「SWEATSENSER」デバイ

スや、「InflaStat」ワイヤレスウェアラブルパッチなどが活用可能である。

サイトカイン（TNF-α, IFN-γ, IL-1, IL-6）： 分子が大きく検出が困難だが、TNF-

αにはグラフェンセンサー、IFN-γには多孔質膜上の単一クローン抗体機能化ZnO薄

膜が有効とされる。

カルプロテクチン： 炎症バイオマーカーであるカルプロテクチンの測定には、

SWEATSENSERやIBD AWAREプラットフォームと同様の電気化学的免疫センサー

が利用でき、炎症マーカーの概日リズムの監視に寄与する。



背景・業界の文脈

関節リウマチは遺伝的・環境的要因による全身性自己免疫疾患であり、一方で痛風は尿

酸の過飽和と関節内での尿酸ナトリウム結晶化を特徴とする代謝異常である。痛風は特

に赤身肉、甲殻類、糖分を含む飲料、アルコールの摂取などの食生活やライフスタイル

と密接に関連している。現在、診断には侵襲的な液体吸引、血清アッセイ（UAやCRP

など）、あるいはDECT（デュアルエナジーCT）、超音波、MRIなどの画像診断に依存し

ており、これらは高価でインフラ負荷が高い。そのため、急性増悪に先立つ急速な生理

的変動を捉えることが難しく、定常的なモニタリングには不十分であるという課題があ

った。

今後の展望

関節炎などのリウマチ性疾患の負担は世界的に増大しており、2050年までに痛風の症

例数は世界で約9,600万件に達すると予想されている。特にアフリカなど、すでに医療

資源が不足している地域での増加が見込まれている。このような地域において、安価で

非侵襲的なウェアラブルセンサーによる追跡が可能になれば、疾患ダイナミクスの把握

が向上し、より早期の介入とパーソナライズされた治療の提供が促進されると考えられ

る。

元記事: https://www.securities.io/sweat-sensors-bring-arthritis-monitoring-closer-to-home/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.securities.io/sweat-sensors-bring-arthritis-monitoring-closer-to-home/


#10 Lume Health｜汗でホルモン連続測定するウェア

ラブルの仕組みと2027年発売

概要

Lume Healthが、汗を通じてホルモン濃度を連続的に測定できる世界初のウェアラブ

ルデバイスを公開した。独自の3段階増幅技術により、ピコモーラー（pM）やフェム

トモーラー（fM）という極低濃度の信号を検出可能にし、従来のラボベースの検査を

リストウェアで実現する。これにより、単発の血液・唾液検査では捉えられなかった

ホルモンの日内変動（リズム）を可視化し、個人の行動や環境が生物学的にどう影響

するかを理解することが可能になる。

公開日 2026年10月15日  Fitt Insider (referencing TechCrunch Disrupt)  アメリカ



詳細

主要成果

Lume Healthは、TechCrunch Disrupt 2026のStartup Battlefieldにて、汗からホル

モンを連続的に測定するウェアラブルセンサーを披露した。このデバイスは、従来は研

究室での血液検査や唾液検査でしか測定できなかったホルモン値を、手首でリアルタイ

ムに追跡することを可能にする。現在はベータ開発段階にあり、2027年のフルローン

チを予定している。すでに25,000人以上のユーザーがウェイティングリストに登録し

ている。

技術・詳細

本デバイスは、手首の内側に装着し、Apple WatchやFitbitなどの既存のスマートウェ

アラブルに統合して使用する設計となっている。技術的な核心は、汗に含まれる極めて

低濃度のホルモンを検出するための「独自の3段階増幅技術」にある。これにより、ピ

コモーラー（pM）およびフェムトモーラー（fM）レベルの極低濃度信号の検出を実現

し、高価な分析装置と専門知識を必要としたラボレベルの測定を小型センサーに凝縮し

た。

まず測定対象とするのは、日中のリズム（朝に上昇し、夜に向けて低下する）を持つコ

ルチゾールである。コルチゾールは単なる「高低」ではなく、その変動パターンこそが

重要であり、このリズムの乱れは心身の健康状態の悪化に関連することが研究

（National Library of Medicine, 2017）で示されている。同社は、汗中のマーカーが

血液中のマーカーと密接に相関するという共同創業者Jonathan Moustakis博士の研究

成果に基づき、このセンシング技術を開発した。

背景・業界の文脈

心拍数、睡眠、血糖値、体温などの連続的な追跡はウェアラブル業界で一般的となった

が、ホルモン測定は依然として大きな空白地帯であった。ホルモンは一日の中で絶えず

変動し、気分や睡眠、パフォーマンスに影響を与えるが、従来の点的な測定ではその動

的な変化を捉えられない。Lume Healthは、元Appleのセンサーエンジニアである

Vicki Powell氏と医師のJonathan Moustakis氏によって設立され、分子レベルの健康

情報を日常的に取得できる環境の構築を目指している。



今後の展望

Lume Healthは、コルチゾールに続き、エストロゲンおよびプロゲステロンを同時に測

定できるプラットフォームへの拡張を計画している。過去3年間で数千のホルモンデー

タポイントからなる独自のデータセットを構築しており、これを基に2027年に向けた

新機能の開発を進めている。将来的にはさらに多くのホルモンやバイオマーカーへの対

応を広げ、睡眠、運動、ストレスといった日常的な要因が分子レベルで身体にどのよう

な影響を与えるかを可視化し、より健康な生活に向けた意思決定を支援することを目指

している。

元記事: https://insider.fitt.co/press-release/lume-health-unveils-first-wearable-to-continuously-

measure-hormones-through-sweat-at-techcrunch-disrupt-2026/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://insider.fitt.co/press-release/lume-health-unveils-first-wearable-to-continuously-measure-hormones-through-sweat-at-techcrunch-disrupt-2026/
https://insider.fitt.co/press-release/lume-health-unveils-first-wearable-to-continuously-measure-hormones-through-sweat-at-techcrunch-disrupt-2026/


#11 ウェアラブル指先センサー｜ストレス・不安を検知

する光計測技術の性能と課題

概要

指先の血流と組織活動を測定するウェアラブル光デバイスにより、ストレス、不安、

うつに関連する身体的パターンの特定が可能になりました。19カ国132名の成人を対

象とした調査で、機械学習を用いて生理学的データと精神的苦痛の相関を分析し、中

程度の精度で識別することに成功しています。本技術は、侵襲的な検査を行わずにウ

ェルビーイングの変化をモニタリングする手法として、既存の精神健康診断を補完す

ることを目指しています。

公開日 2026年10月09日  Medical Design Briefs (referenced within search result)  イギ

リス



詳細

主要成果

アストン大学（イギリス・バーミンガム）を中心とする国際研究チームは、指先から得

られる測定値を用いて、ストレス、不安、うつ病に関連する身体的パターンを識別でき

ることを示しました。機械学習モデルを用いた解析の結果、ストレス関連の症状を報告

した人とそうでない人を中程度の成功率で区別することに成功しています。特に、血流

パターンと組織代謝に関連する測定値が、この識別結果に重要な寄与をしました。

技術・詳細

本研究で使用されたウェアラブル光デバイスは、皮膚に光を照射することで、微小血管

を流れる血流および周囲組織の活動変化を測定します。具体的には、以下の項目を計測

対象としています。

皮膚下の微小血管における血流（レーザードップラー血流計を使用）

細胞のエネルギー生成および利用に関連する物質（蛍光分光法センサーを使用）

皮膚温度および心拍数

研究では、18歳から94歳までの19カ国・132名の成人を対象に、広く用いられている

21項目の質問票による精神健康アセスメントを実施し、その回答結果とデバイスで得ら

れた生理学的データを機械学習で照合させました。これにより、精神的な苦痛が身体に

どのような測定可能な変化をもたらすかを検証しています。

背景・業界の文脈

ストレスや不安は、神経系、心拍数、血行、代謝に影響を与えることが知られていま

す。本研究は、これらの影響が指先の変化として検出可能かどうかを確立することを目

的としています。本研究の成果は、多様な参加者グループからの生理学的測定値を含む

データセットとしてまとめられており、精神健康と血行、細胞活動の相関関係を研究す

る他の研究者にとっても有用なリソースとなります。

今後の展望

本研究を主導したEdik Rafailov教授は、本成果は診断テストではなく、あくまで概念

実証（プルーフ・オブ・コンセプト）の段階であると述べています。現時点では、精神

健康専門医による診断ではなく質問票の回答に基づいた分類であるため、本技術でうつ

病や不安障害を直接診断することはできません。



最終的な目標は、既存の精神健康アセスメントを置き換えるのではなく、それを補完す

ることです。将来的には、侵襲的な医療検査を行うことなく、ユーザーや医療従事者が

ウェルビーイングの変化をモニタリングできるシステムの構築を目指しています。今後

は、異なる集団や日常的な環境における信頼性を確立するため、より大規模な研究と独

立した臨床的検証が必要であるとしています。

元記事: https://www.medicaldesignbriefs.com/component/content/article/56038-wearable-

fingertip-sensor-identifies-patterns-linked-to-stress-and-anxiety
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